
26Y005 担当形態

開講学期 1

教科書
[書名／著者
名／出版社]

授業ごとに教員が作成した紙媒体の資料を配布する。

受講生への
メッセージ

健康な身体づくりには、運動が大切です。
みんなで楽しい時間を過ごしましょう！

参考書
[書名／著者
名／出版社]

スポーツステップアップDVDシリーズ　バドミントンパーフェクトマスター／松野修二（監）／新星出版社、DVDで分か
る！バレーボール基本・練習・実践テクニック／大林素子（監）／西東社、絶対うまくなる！卓球／宮崎善仁（監）／
主婦の友社、DVD上達レッスン　バスケットボール／長谷川健志（監）／成美堂出版

第8回 バスケットのルールの理解と用具の扱い方
事前：ルール・用具について調べる
事後：ルール・用具について復習する

事前・事後
学修時間

(分／授業1回）
45分／授業1回

事前：基礎技能テストの練習をする
事後：今後の自分の課題を考える

第7回
バレーボールのアタック、レシーブを中心とした基本練習
リーグ戦でのゲーム

事前：アタック、レシーブについて調べる
事後：試合を観戦して感想を書く

第15回
各競技のルールについて確認（確認筆記テスト）
自分にあったスポーツを考える

事前：各競技のルールを調べる
事後：自分にあったスポーツを実践する

第6回
バレーボールのパスを中心とした基本練習
リーグ戦でのゲーム

事前：パスについて調べる
事後：試合を観戦して感想を書く

第14回 各スポーツの基礎技能の確認（確認実技テスト）

事前：サーブについて調べる
事後：試合を観戦して感想を書く

第5回 バレーボールのルールの理解と用具の扱い方
事前：ルール・用具について調べる
事後：ルール・用具について復習する

第13回
卓球のスマッシュ、カットを中心とした基本練習
リーグ戦でのゲーム

事前：スマッシュ、カットについて調べる
事後：試合を観戦して感想を書く

第4回
バドミントンのスマッシュ・カットを中心とした基本練習
リーグ戦でのゲーム

事前：スマッシュ・カットについて調べる
事後：試合を観戦して感想を書く

第12回
卓球のサーブを中心とした基本練習
リーグ戦でのゲーム

事前：シュートについて調べる
事後：試合を観戦した感想を書く

第3回
バドミントンのサーブを中心とした基本練習
リーグ戦でのゲーム

事前：サーブについて調べる
復習：試合を観戦して感想を書く

第11回 卓球のルールの理解と用具の扱い方
事前：ルール・用具について調べる
事後：ルール・用具について復習する

第2回 バドミントンのルールの理解と用具の扱い方
事前：ルール・用具について調べる
事後：ルール・用具について復習する

第10回
バスケットのシュートを中心とした基本練習
リーグ戦でのゲーム

事前・事後学修

第1回 体力テストの実施

事前：ストレッチなどを行い、けがの予防につ
いて調べる
事後：体力テストの結果から自分の生活を見直
す

第9回
バスケットのパス、ドリブルを中心とした基本練習
リーグ戦でのゲーム

事前：サーブについて調べる
事後：試合を観戦して感想を書く

回数 授業計画 事前・事後学修 回数 授業計画

授業の主題
本科目は、スポーツの楽しさと大切さを学び、スポーツを取りいれた豊かなライフスタイルについて考える
ことをねらいとしている。本科目では、①運動の技能の向上、②さまざまなスポーツのルールが分かる、③
スポーツを通したコミュニケーションができる、ことを目標にする。

課題等への対応
(フィードバックの方法等)

スポーツの基礎技能の課題ができない場合は、個人的に指導する。

授業の方法 グループでの学習形態で様々なスポーツを実践する。授業の終わりに学習記録を記入する。
アクティブ・ラーニングの

実施方法
各自で取り組める各スポーツの基礎技能の課題を設定する。

科目区分

実務の経験を有する教員担当科目
実務の経験内容及び

科目との関連

科目に含める
ことが必要な

事項

授業形態 実技 履修条件
教育職員免許法
施行規則に
定める

科目区分等

担当者 野田　章子 単独

対象学科・
コース

幼児教育学科 配当年次 1年次 秋学期 単位数
必修・選択

の別
選択 免許・資格要件 幼稚園教諭必修、保育士必修

科目区分 教養科目 授業科目名 体育実技 科目コード



定
期
試
験

臨
時
試
験

提
出
物

発
表
内
容

受
講
態
度

実
習
評
価

レベル１

（Ｆ：59%以下）

①
学習
意欲

②
規律性

③
知識

30 30
さまざまなスポーツの
ルールが分からず、説
明できない。

④
技能

20 20
運動の技能が向上せ
ず、課題ができなかっ
た。

⑤
情報
活用
能力

⑥
課題
解決力

⑦
言語
活用
能力

⑧
コミュ
ニケー
ション
力

50 50

スポーツを通したコ
ミュニケーションがで
きず、チームに貢献す
ることができない。

⑨
主体性

⑩
協働性

100 50 50合計

スポーツを通したコミュ
ニケーションがある程度
でき、チームに少し貢献
できる。

実
践

行
動
・
応
用

表
現

スポーツを通したコ
ミュニケーションがで
き、チームに貢献でき
る。

対人調和力 授業内でのチーム活動

スポーツを通したコミュ
ニケーションが十分にで
き、チームに大いに貢献
できる。

スポーツを通したコ
ミュニケーションがで
き、チームに貢献でき
る。

スポーツを通したコ
ミュニケーションが概
ねでき、チームにある
程度貢献できる。

さまざまなスポーツの
ルールが概ね分かり、
ある程度説明できる。

さまざまなスポーツの
ルールがある程度分か
り、少し説明ができる。

実技テスト
運動の技能が十分に向上
し、すべての課題が優れ
ていた。

運動の技能が向上し、
課題ができた。

運動の技能が向上し、
概ねの課題ができた。

運動の技能が向上し、あ
る程度の課題ができた。

卒
業
認
定
・
学
位
授
与
の
方
針
（

デ
ィ

プ
ロ
マ
・
ポ
リ
シ
ー
）

尽
心

態
度
・
志
向

創
造

知
識
・
技
能

さまざまなスポーツの
ルールが分かり、説明
できる。

専門的知識

運動の技能が向上し、
課題ができる。

専門的技能

思
考
・
判
断

筆記テスト
さまざまなスポーツの
ルールが十分に分かり、
しっかりと説明できる。

さまざまなスポーツの
ルールが分かり、説明
できる。

評価基準

学
修
成
果
の
大
分
類

学修成
果の
中分類
[10の
力]

学
修
成
果
の

配
点
比
率

(

%

)

評価方法の配点比率（％） 学修成果の小分類 尺度

学修成果の到達目標 修得する能力 評価方法／評価指標
レベル５

（Ｓ：100～90%）

レベル４

（Ａ：89～80%）

レベル３

（Ｂ：79～70%）

レベル２

（Ｃ：69～60%）


